
令和２年度「学校評価」自己評価書                                    （えびの市立岡元小学校） 

学校の教育目標 豊かな人間性と たくましい創造力をそなえた 心身共に健全な子どもの育成 
 

学校経営の重点 評 価 指 標 
自己 
評価 

結果の考察・分析、及び改善策等 
学校関係者評価 

評価 コメント 

確かな学力の定着と向上 

 学習のきまりを守り、宿題や読み
声、家庭学習に進んで取組んでいる。 

3.4 

・一人一人に合わせた課題の与え方、支援を
工夫している。 

・アセスメントシートの活用により、さらに
個に応じた学習指導に取り組んでいる。 

・読書活動や読み聞かせなど本のよさを理解
し、もっと本を読みたくなる指導を行うこ
とができた。また、図書室も整備され、本
への興味を高めることにつながった。 

3.8 

・一人一人に行き届いた指導がなされ
ている。 

・学校で学んだ事を家庭で復習する習
慣が身に付いてきている。 

・アセスメントシートを用いて、個に
応じた指導がなされている。 

 国語科の「言語活動」が活発にでき
るように指導したり、読書量を増やし
たりする工夫をしている。 

 小規模校ならではの個に応じた学
習指導に取り組んでいる。 

豊かな人間性の育成 

 道徳を中心とした心の教育により、
規範意識と人権意識を高めている。 

3.5 

・道徳の時間を確実に実施したことで、友達
の考えを知ることができ、自分をみつめる
ことにつなぐことができた。 

・「元気」だけでなく、相手に伝わる気持ちの
良いあいさつができるようにたってきてい
る。良かったところを紹介する指導は効果
的であった。 

・友達のよさをみつめる指導が効果的に行わ
れており、友達を大切にする言動が見られ
ていた。 

3.7 

・友達関係がよくできている。 
・あいさつを頑張る姿をよく見かける。 
・運動場で仲良く遊ぶ姿が見られる。 
・友達のよい所をみつける学習が行わ
れていることが、よい友達関係を作
ることに役立っていると思う。 

 児童が自分から進んで元気のよい
あいさつができるよう指導している。 

 様々な体験活動を通して、協調性や
コミュニケーション力が伸びてきて
いる。 

健康で安全な学校 

児童一人一人に合った体力づくり
に取り組んでいる。（体力向上プラン
に基づく体力づくり） 

3.6 

・自分で考える避難訓練が実施できて、よい
経験となった。 

・水泳、持久走、なわとびなど子ども達が積
極的に身体を動かす姿が見られた。 

・手洗いうがいを中心に健康な生活を心がけ
ることができたと思う。 

・食に関する体験ができ、自分の健康をつく
るための食事への関心を高めることができ
た。 

3.9 

・一輪車など、できないことができるよ
うになることで、子どもも親も励みに
なった。 

・新体力テストに基づいた運動を行っ
ていることが体力の向上につながっ
ていると分かった。 

・緊急時どう行動するかについて、保
護者も子ども訓練できてよい。 

 基本的な生活習慣のもと、健康や安
全に気を付けて生活している。 

 避難訓練の充実等を通して、危機回
避能力の向上に取り組んでいる。 

 

地域に開かれた学校 

 地域の力を活用した学習や学
校行事等を通して、ふるさとを大
切に思う児童が育っている。 

3.7 
・今年度は、地域の方と交流する場面が減
ったが、ＤＶＤの回覧やお手紙の発送を
行い、気持ちを伝えることができた。 

3.8 

・本年度は地域との行事が行えていな

いが、これから行えるとよい。 

・学校の情報発信がよくできている。 

・地域にも情報がよく伝わっている。 

 授業参観や各種通信、HP、まち
コミメール配信などで適宜学校
の様子を知らせている。 

 

評価は４段階（４：期待以上  ３：ほぼ期待どおり  ２：やや期待を下回る  １：改善を要する） 


